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【問合せ先】財務課財務係（☎28-9610）

　令和３年度の一般会計予算は、前年度比１億６千万円（０．４％）の減額となりました
が、国の３次補正の前倒し分を含めた実質総額は４４１億８千万円、前年度比１８億８千万
円（４．４％）増額の積極予算となります。
　今年度は、まちづくりの４つの視点に基づく取組を継続しながら、新しい生活様式の視
点も加えた予算としました。

※（　）内の数字は前年度の予算額です。

◆ 一般会計　417億3千万円（前年度比0.4％減）
　 実質総額　441億8千万円（前年度比4.4％増）

◆ 特別会計　204億9728万円

◆ 企業会計　121億4943万円

一般会計

歳出
417.3億円
（418.9億円）

一般会計

歳入
417.3億円
（418.9億円）

その他
16.4億円
（16.5億円）

衛生
29.5億円
（29.6億円）

土木
45.9億円
（48.7億円）

農林水産業
商工業
32.4億円
（33.6億円）

総務
48.9億円
（43.4億円）

借金返済
50.2億円
（52.3億円）

教育
57.8億円
（57.8億円）

福祉・保育
136.2億円
（137.0億円）

諸収入
10.9億円
（14.7億円）

地方消費税交付金
19.6億円
（20.7億円）

その他
32.0億円
（35.9億円）

地方交付税
120.6億円
（120.4億円）

市税
109.3億円
（114.9億円）

国・県
支出金
88.9億円
（87.8億円）

市債（借金）
36.0億円
（24.5億円）

新発田市の予算令和3年度

会計の名称 予算額 前年度比
下水道事業会計 81億5168万円 △10.1％
水道事業会計 39億9775万円 11.7％

会計の名称 会計の名称予算額 予算額前年度比 前年度比
土地取得事業
国民健康保険事業
介護保険事業
後期高齢者医療

宅地造成事業
食品工業団地造成事業
コミュニティバス事業
藤塚浜財産区

1万円
87億4300万円
101億3800万円
11億800万円

2764万円
1億283万円
1億5950万円
2億1830万円

△ 65.0％
3.9％

△ 1.5％
△ 0.8％

96.2％
△ 0.4％
6.5％

2298.9％
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まちづくりの4つの視点に
関する主な事業
　市では、「住みよいまち日本一 健康田園文化
都市・しばた」を将来都市像に掲げています。
この実現に向けて、「健康長寿」「少子化対策」「産
業振興」「教育の充実」の４つの視点を基に取
組を進めていきます。

【新規】まちなか保健室事業　175万円

【継続】 東京2020オリンピック聖火リレー・パラリンピック
          聖火フェスティバル実施事業　352万円

【拡充】特定健診・特定保健指導事業　6050万円
※うち【新規】 受診率向上への取組　831万円

【継続】スポーツ＆カルチャーツーリズム推進事業　1151万円

【拡充】市民のきずなを深めいのちを守る事業（自殺対策事業）　110万円

健康長寿アクティブ交流センターに健康相談・健康チェックコーナーを新設し、市民の健
康づくりを支援します

市内における聖火リレーの実施や式典の開催を通じて、新発田市の魅力を発信します

未受診の方への受診勧奨を強化し、健康診断の受診率向上に取り組みます

国内トップレベルのスポーツに触れる機会を提供し、市民のスポーツへの関心を高めると
ともに運動機会の増進につなげます

市民の命を守るため、自殺防止に向けた啓発活動などを行うとともに、コロナ禍における
対策を強化します

　超高齢社会に対応するため、全ての市民
が住み慣れた地域でいきいきと暮らし続け
られる「健康長寿のまち・しばた」の実現に
向けた取組を進めます。

健康長寿1
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まちづくりまちづくりの4つの視点に
関する主な事業

【拡充】病児・病後児保育事業　3597万円

【新規】（仮称）こども運動広場整備事業　740万円

【新規】しばた大物産展開催参画事業　1000万円

【拡充】道の駅加治川整備事業　2億9443万円

【継続】地域農産物等輸出促進事業　400万円

【拡充】城下町新発田まつり開催参画事業　1500万円

【継続】ＧＦＰグローバル産地づくり推進事業　950万円

【拡充】新発田牛ブランド化推進事業　300万円

病児・病後児の一時預かりを行い、保護者の仕事と子育てとの両立を支援します

幼児・小学生が遊ぶことができ、体を動かす楽しさを体感できる全天候型屋内施設
を整備します

消費が低迷する物産の消費拡大を図るための物産展を開催します

「道の駅加治川」を全面改修し、より多くの方に利用いただける観光拠点施設として整備します

米の海外輸出に合わせて、米菓・日本酒・加工食品などの新発田の特産品の輸出を推進します

感染症対策を徹底した城下町新発田まつりの開催や、花火のオンライン配信を実施します

農家の所得向上策として、米の海外輸出を推進します

地域ブランド認証を受けた「新
し ば た

発田牛
うし

」のPRや、消費拡大を進めます

【拡充】婚活支援事業　1239万円

経済的理由などで結婚に踏み切れない若者世代を支援します。また、学生などを対
象とした人生設計についての講座を開催します

※うち【新規】結婚新生活支援の開始　900万円

【拡充】すこやか育児支援事業　 552万円

不妊治療に加えて、不育症の治療に係る費用の助成を開始し、安心して妊娠・出産
できるよう支援します

※うち【新規】不育症治療に対する助成　61万円

　当市では他に先駆け、妊娠期から就学期まで一貫した子育て支援
を行ってきました。今後も、子育て世代の経済的負担の軽減を図る
とともに、仕事と子育てを両立できる環境づくりを進めます。

　産業の振興は、まちのにぎわいを創出するうえで重要な役割を担います。
アフターコロナを見据え、打撃を受けた観光や農業、飲食産業のつながりを
強化し、市内経済全体の底上げを図ります。

少子化対策

産業振興
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【継続】しばたの心継承プロジェクト事業　2081万円
新発田への愛着と誇りを育み、ふるさとを愛し続けながら活躍できる人材を育成します

【継続】いじめ防止対策事業　292万円
いじめの早期発見、速やかな対応を行うためのCAPプログラムや命の授業を実施します

▲蔵春閣移築 完成イメージ
©大成建設株式会社一級建築士事務所

その他の事業（主なもの）

企業版ふるさと納税活用事業

【新規】業務改善効率化推進事業　181万円
【拡充】ＲＰＡ等導入事業　509万円
会議記録などを作成するＡＩシステム、紙媒体をデータ化するＡＩ-ＯＣＲを導入します

【拡充】ふるさとしばた応援寄附推進事業　2億9957万円
返礼品の魅力度の向上を目指すほか、リピーターの獲得などを図ります

【新規】集落支援員設置事業　534万円
自治会などと連携して地域課題を解決するため、集落支援員を配置します

【拡充】非常備消防活動運営事業　１億665万円
消防団の組織体制や報酬の見直しを行い、より効果的な消防活動を展開します

【継続】創業支援事業　1019万円
創業者への運用経費の助成、移動販売事業者に対する支援を行います

【拡充】中心市街地再開発等調査事業　100万円　
中心市街地の空きスペースの有効活用に向けた社会実験などを実施します

【拡充】蔵春閣移築関連事業　362万円
本体移築工事の記録映像の作成、蔵春閣や大倉喜八郎のＰＲ事業を実施します

【拡充】中学校コンピュータ教育推進事業　7187万円

児童・生徒が1人１台のタブレット端末を利用できる環境を整え、コンピューター教育を
推進します

※うち【拡充】ＧＩＧＡスクールサポーターの配置　1078万円

【拡充】市民文化会館教育鑑賞事業　1304万円

「夏井いつき『句会ライブ』」、「假
かりやざきしょうご

屋崎省吾『フラワーデモンストレーション＆トーク
ショー』」を開催します

※うち【新規】コロナ禍における文化芸術事業の実施　416万円

　未来を担う子どもたちを大切に守り育てることは、まちづくりにおいて最
も重要です。夢や希望をかなえられるよう、生きる力を身に付け、安心して学
ぶことができる環境を整えるため、「教育の充実」に取り組みます。

教育の充実4
【拡充】小学校コンピュータ教育推進事業　1億548万円
※うち【拡充】ＧＩＧＡスクールサポーターの配置　1617万円


